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専門知識や練習は必要なく、ルールも簡単。⼦どもから⾼齢者まで楽しむことが出来ます。 

 

 用具 
 ・専用ボード （75 ㎝×75 ㎝×45 ㎝、傾斜 30 度） 

 ・リング 20 本 （⾦銀２⾊、外径 17 ㎝、重さ約 190ｇ、ゴム製） 

 

 ルール 
 ・じゃんけんで順番を決める。勝った⽅が後攻で、⾦⾊のリングを投げる。 

 ・先攻と後攻は交互に１投ずつ投げ、各々10 個のリングを投げる。 

 ・競技は１セットまたは３セットマッチで⾏い、得点の総合計が多い⽅が勝ち。 

 ・同点の場合は、センターポールに多く入った⽅が勝ち。 

 ・得点の⽅式は２種類あり、得点の判定はプレーヤー⽴会いのもと、審判が⾏う。 

●その１ オールカウント⽅式 

 ボード上の有効得点を全て得点にする。 

●その２ キャンセル⽅式 

 相手⽅のリングが３分の１以上、上に重なっているときは無効得点とする。 

 ・銀の上に⾦が重なっている場合 

 

 

 

 

 ・銀の上に⾦、さらに銀がある場合 

 

 

 

 

 

 アレンジ・ご当地ルール 
 ・体⼒に応じて無理のないよう、ボードまでの距離を変えます。 

  ⼩学３年までは３ｍか４ｍ、⼩学４〜６年までは４ｍか６ｍ、中学⽣から⼀般は５ｍ、７ｍ、９ｍ、 

⾼齢者は４ｍか６ｍとなっていますが、参加者に応じて変更してみましょう。 

クロリティー 
場所  

屋内・屋外 
難易度  

★ 

人数 

１人対１人以上 

センターポール 10 点 

⻩エリア８点 
赤エリア 6 点 

⻘エリア 4 点 
⿊エリア 2 点 

重なりが 1/3 以下なので 

どちらも有効 

重なりが 1/3 以上なので 

銀が無効得点 

重なりが 1/3 以上の場合 

⾦が無効得点となり、 

銀２つが有効 


